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＜連絡事項＞
・丹内栄子様がレストランのコップに排尿する不潔行為があったため、今後は紙コップをつけるようお願いします。レストランには紙コップを一つ増やすよう伝えています。

＜入室状況＞
【入院】
・平野　朝枝様～東C6号室

＜患者様連絡事項＞
・矢倉　アツ子様～11/23(木)措置解除し退院の方向となる。当院外来通院なし。八戸市立市民病院の糖尿病内科へ診療情報持参し、受診してもらうこととなる。

・平館　シミエ様～有料老人ホーム「白山台」・担当ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ来院病棟看護師より本人の病状経過やADLについて情報提供する入院前の妄想・落ち着きのなさ・易怒・興奮性は低減しており意欲・自発性の低下がないよう活動参加の機会を設定している事伝える
現在、同施設空床なし（今月中の目途なし）同施設入所となった際には訪問看護導入（指示書作成）の希望ありケアマネには新規施設の選定・申込みをすすめていくよう依頼した。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。	

・袴田　将志様～終日隔離中。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜馬渡Dr.診察情報＞
・宮崎 宏之様～臨時薬、アリピプラゾール（6）1T追加となり、他は同内容にて7日分処方あり。

・河又 京子様～臨時薬レキサルティ0.5ｍｇ→1ｍｇへ増薬となり、他は同内容にて7日分処方あり。

・佐々木 理佳様～臨時薬同内容にて7日分処方。外出希望あり、主治医は許可しているので、家族様と相談するように説明している。エビリファイの筋注指示は次回診察時出す予定。

・見附 栄様～臨時薬、カルバマゼピン増薬となり他は同内容にて7日分処方。食事の際に寝ている事多い事から、食事の時は車椅子に離床して摂取させてみるように指示あり。また便秘あるためIFオーダーで浣腸指示でている。診察時本人様より腰痛訴えあり、ハップスターも処方している。南病棟への移動は可であり、介護保険申請進めるように指示あり、妻様へ連絡している。

・川村 等様～臨時薬同内容にて処方している。南病棟への移動の前には薬剤調整するので、その前に社会資源の利用について検討するように指示あり。

・河津 繁吉様～ヘモポリゾンは中止とし経過観察、他の臨時薬は同内容にて7日分処方している。

・中田 八重子様～臨時薬、ドネペジルが追加となり他は同内容にて7日分処方。心疾患の既往あるため注意してください。

・郷呂 久美子様～ミルタザピン追加後も夜間は浅眠傾向であり、日中の眠気も持続しているとのことで、臨時薬、ブロチゾラムは１T→1/2Tへ減薬し、ミルタザピンは0.5T→１Tへ増薬している。

・下口 政子様～本人様より、アレルギーの薬はいならいと希望あり、ロラタジンＯＤフィルム中止となり、他は同内容にて7日分処方。主治医へ部屋の使用方法について現状を報告しているが、本人様の知的障害によるものなので、そこはスタッフの方で理解するように話しあり、本人様へは指導していない。

＜田名部Dr.診察情報＞
・袴田　将志様～11/17より6時～20時の開放となり、終日隔離➝時間隔離へ変更指示あり。

・立花　圭様～主治医より、西・北病棟での生活どうか問うも、「嫌っすね、東から自宅退院したいです。ガソリンスタンドで働きたい」との希望あり。定期処方変更無し。

・下浅　光敬様～主治医よりアルコール依存症治療プログラム説明受けるも、本人拒否あり。本人曰く、家族の誤解は解消したと話あり。
頸部痛訴え、フェルビナクスチック1本処方。

・小笠原　久年様～本人よりパンの希望あり。11/17～朝のみパンへ変更となる。
臨時薬は同内容で7日分処方。

[bookmark: _GoBack]・長瀬　伸也様～診察中、終始裁判所に関する訴えあり、聞き入れ困難な状況あり。臨時薬同内容で7日分処方。

・木村　柚子様～錠剤は飲み込みにくいとの訴えあり、次回処方より水薬での処方となること説明し了承される。

＜村上Dr.診察情報＞
・佐々木　保夫様～頭部CT施行。脳梗塞や出血等の異常所見は無く、認知症の進行あり。週明けより精神薬の減量していく予定。

・中居　サイ様～南病棟への転出許可あり。

・伊藤　のり子様～診察時腹痛等不調の訴えなし。このまま経過観察となる。

＜皮膚科診察情報＞
・小笠原　久年様～特変なし、同前処置

・下浅　光敬様～右膝漸次軽快　同前処置

・和田　晶様～右腸骨部　著明に軽快。同前処置。

・平　京子様～両大腿内側に紅色小丘疹搔痕散在。急性湿疹　エキザルベ塗布
Rｐ.エキザルベ1本処方

・前田　ナナ子様～軽快、同前処置。

・見附　栄様～①右手背に２×３㎝の表皮剥離⇒テラマイシン軟膏+ガーゼ
Rｐ.①テラマイシン軟膏1本処方
②両趾～趾間に落屑、爪混濁・肥厚・変形著明＝爪白癬
Ｒｐ.テルビナフィン外用液1本処方

・赤石　陽介様～陰部周辺に搔痒、湿潤（+）⇒陰股部急性湿疹　エキザルベ塗布
1 、②、③同前処置

・藤井　崇史様～、著明に軽快　同前処置。

・佐々木　保夫様～臀部（仙骨部）暗紅色⇒テラマイシン軟膏塗布
Rｐ.テラマイシン軟膏1本処方

・水梨　孝純様～同前処置。

＜新入院患者様情報＞
時　　間：令和5年11月16日　10：16
氏　　名：平野　朝枝様(ひらの　あさえ)様
生年月日：昭和19年9月1日（78歳）
病　　名：うつ病
性　　別：女性
主 治 医：金Dr.(サポート医：馬渡Dr.)
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Cユニット
＜経過＞
　H31年2月中旬より排便困難感あり、食事摂取量の低下や無気力感、意欲の低下が見られていた。夜間の睡眠も不安定となり、ほぼ眠れない日が継続。希死的言動がみられていたことからＨ31.4.19当院初診し薬物療法開始。以後定期的に通院しうつ症状は軽減していた。R4年より服薬コンプライアンス不良さあり、症状悪化みられ入院検討に至ったが、近親者の同意が得られず。サービス調整についても介護申請は行ったが、その後の利用については金銭面を理由に導入には至っていない。R5年10月より歩行困難、寝たきり状態となっており、これまで隔週で利用していたデイサービスも欠席が続いていた。本人が覚醒していれば意思疎通は可能であるが、尿汚染された毛布にくるまって寝ている状態。これまで本人、家族(長男、長女)ともに入院治療を希望されず、隔週のデイサービス利用のみで経過観察していたが、上記経過から家族より入院治療の希望あり。　R5.11.16症状の改善・環境調整目的にて、東病棟へ医療保護入院となる。
